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フィリピン議会における政策スピーチ 

「次世代に繋ぐ心と心の絆」 

令和５年１１月４日 １１時００分～１１時３０分 

（於：下院議場） 

 

１ 冒頭 

ミゲル・ズビリ上院議長、 

マーティン・ロムアルデス下院議長、 

御列席の皆様、 

 

Magandang umaga po sa inyong lahat. 

（マガンダン・ウマーガ・ポ・サ・インニョン・ラ

ハット） 

【※意味：おはようございます。】 

 

ＡＳＥＡＮで第２位の人口を誇り、３０万人以上の

市民が日本に滞在するフィリピンは、日本にとって

かけがえのないパートナーです。その伝統ある議会

において、日本の総理大臣としては初めて、こうし

て演説する機会を頂いたことを大変光栄に思いま

す。 
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１９７７年、当時の福田赳夫総理は、フェルディナ

ンド・エドラリン・マルコス・シニア大統領御列席

の下、マニラで演説を行いました。その中で福田元

総理は、フィリピンをはじめとする東南アジアとの

間で、対等なパートナーとして、心と心のふれ合う

信頼関係を構築する考えを示したことを思い起こし

ます。 

 

それから約半世紀が経ちました。日本とフィリピン

の交流は深化し、両国関係は現在、かつてないほど

強固になりました。 

 

ただし、歴史を振り返ると、両国の関係は常に順風

満帆だったわけではありません。困難な時代を乗り

越え、今日の友好関係に至るまでには、１９５３年

のキリノ大統領による日本人戦犯の恩赦など、寛容

の精神に基づく先人の努力があったことを忘れるこ

とはできません。 

 

その後、日・フィリピン関係は「黄金時代」に入り

ました。また、日本とＡＳＥＡＮの友好協力関係も

５０周年を迎え、１２月には東京で特別首脳会議を

開催します。 
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こうした中、総理大臣として初めてマニラを訪問

し、フィリピンやＡＳＥＡＮとの関係強化を含む日

本の外交政策について、私の考えを述べる機会を 

得たことを、大変嬉しく思います。 

 

２ 国際社会の課題に対する我が国の取組 

～フィリピン・ＡＳＥＡＮの重要性とは～ 

御列席の皆様、 

 

現在、国際社会は歴史的な転換点にあり、私たちが

当然のように享受してきた法の支配に基づく国際秩

序は、重大な危機にさらされています。また、国際

社会は、気候変動や感染症など、複雑で複合的な課

題に直面しています。このような状況下、世界は、

イデオロギーや価値観で分断されていて良い訳があ

りません。 

 

私が議長を務めた本年５月のＧ７広島サミットで

は、「グローバル・サウス」と呼ばれる国々を含め、

国際社会の多様な声に耳を傾けました。そこで私が

強く感じたことは、誰もが共有できる原点に立ち返

る必要性です。そして今、その原点として重視して

いるのが、「人間の尊厳」の理念です。 
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「人間の尊厳」の意義を強調する上で、ここフィリ

ピン議会ほどふさわしい場所はありません。フィリ

ピン憲法は、議会は「人間の尊厳」等に関する全て

の人々の権利を守り、強化することを最優先にすべ

き旨を規定しているからです。 

 

誰もが尊厳を持って生きられるようにするために

は、平和で安定した世界を築くことが不可欠です。

そのような観点から、２月にマルコス大統領との間

で、法の支配に基づく自由で開かれた国際秩序の維

持・強化のために連携することを確認しました。 

 

さらに私は、１月の訪米時に、「自由で開かれたイン

ド太平洋（ＦＯＩＰ）」を守っていく強い決意を表明

しました。さらに３月には、ＦＯＩＰを実現するた

めの新プランを発表しました。その根底にあるの

は、国際社会を分断と対立ではなく協調に導き、「自

由」と「法の支配」を守り抜くとの決意です。 

 

本日は、こうした取組を一層前進させるとの私の新

たな決意と、その方策について、皆様と考えを共有

したいと思い、ここに立っています。 

 

 

 



 

5 
 

ＦＯＩＰ新プランには、「４つの柱」があります。第

一の柱は、「平和の原則と繁栄のルール」を守ること

です。これは、国際社会が守るべき基本原則を確認

し、それを推進することによって、「平和」を築くと

いう考えです。 

 

例えば、ミンダナオ地域の安定は、インド太平洋の

平和と繁栄につながっています。こうした考えか

ら、日本は２０年間にわたり和平プロセスや経済開

発を支援してきました。昨日には、ミンダナオ地域

への災害対策用の重機供与を発表しましたが、こう

した協力はＦＯＩＰの理念に基づくものです。 

 

３ 日ＡＳＥＡＮ友好協力５０周年 

御列席の皆様、 

 

今から５０年前、日本は、世界に先んじてＡＳＥＡ

Ｎとの対話を開始しました。それ以来、日本とＡＳ

ＥＡＮは、困難に際しては助け合い、国民間の幅広

い交流を通じて、心と心の繋がる信頼関係を育んで

きました。 
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そこから得られた教訓の一つが、ＦＯＩＰ新プラン

の第二の柱である「インド太平洋流の課題対処」で

す。日本は、地球規模の課題に現実的かつ実践的に

取り組み、イコール・パートナーとして、各国の強

靭性・持続可能性を高めていきます。 

 

例えば、新型コロナは国際社会の分断と格差を拡大

させました。国際的な保健課題に世界全体が一緒に

なって対応すべきことは明白であり、日本は、ＡＳ

ＥＡＮ感染症対策センターが地域の中核として発展

するよう支援します。 

 

また、日本は、ＦＯＩＰ新プランの第三の柱であ

る、「多層的な連結性」も強化していきます。各国の

繋がりを強化し、脆弱性を克服する際、重点地域の

一つはもちろんＡＳＥＡＮです。 

 

日本は、ＦＯＩＰとも共鳴する「インド太平洋に関

するＡＳＥＡＮアウトルック（ＡＯＩＰ）」に沿った

協力を推進していきます。開放性、透明性、包摂

性、ルールに基づく枠組みといったＡＯＩＰの原則

や活動に多くの国から支持と協力が得られるよう、

ＡＳＥＡＮと連携していきます。 
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Ｇ７広島サミットの首脳コミュニケにおいても、Ａ

ＳＥＡＮとの連携強化、ＡＳＥＡＮの中心性・一体

性に対する支持、ＡＯＩＰに沿った協力の促進など

のコミットメントを、日本が主導し、力強く打ち出

しました。 

 

日本は３月に、日ＡＳＥＡＮ統合基金への１億ドル

の新規拠出を表明しました。また、９月にはハー

ド・ソフト両面での連結性を強化すべく「日ＡＳＥ

ＡＮ包括的連結性イニシアティブ」を打ち出しまし

た。民間資金も動員し、ＡＳＥＡＮの強靭性や持続

可能性を支援します。 

 

１２月の特別首脳会議では、「信頼」を次世代に繋

げ、持続可能で繁栄した新たな時代を共に創るため

のビジョンをＡＳＥＡＮと共に打ち出したいと考え

ています。 

 

４ 日・フィリピン関係の進展 

（１）「黄金時代」から新たな高みへ 

御列席の皆様、 
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日本とフィリピンは、近年あらゆるレベルで関係を

強化してきました。国交正常化６０周年の２０１６

年には、当時の天皇皇后両陛下がフィリピンを御訪

問され、本年２月には、ズビリ上院議長及びロムア

ルデス下院議長と共に、マルコス大統領が日本を訪

問されました。 

 

さらに本年夏には、日・フィリピン友好議連のメン

バーがフィリピンの上下両院を訪問するなど、両国

間で様々な交流や協力が進んでいます。いくつかの

例を紹介いたします。 

 

（２）安全保障・防衛協力 

まず、安全保障・防衛協力です。 

 

ＦＯＩＰ新プランの最後の柱は、「『海』から『空』

へ拡がる安全保障・安全利用の取組」です。日本

は、フィリピンの海上安全能力の向上に貢献すべ

く、沿岸警備隊に１２隻の船舶を供与しました。さ

らに、空の状況把握能力向上のため、先月、日本企

業からフィリピン軍に対し、警戒管制レーダーが納

入されました。 
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また、本年、新たに創設した政府安全保障能力強化

支援（ＯＳＡ）による世界で最初の協力案件とし

て、昨日のマルコス大統領との会談において、フィ

リピン軍への沿岸監視レーダー供与に合意しまし

た。日本は引き続きフィリピンの安全保障能力の向

上に寄与し、地域の平和と安定に貢献していきま

す。 

 

さらに、マルコス大統領との間では、日比部隊間協

力円滑化協定の正式交渉の開始でも一致しました。

今後も、フィリピンとの戦略的な協力を一層深めて

いく考えです。 

 

（３）経済・投資 

次に、経済・投資分野の協力です。 

 

日本は、フィリピンに対する最大の援助供与国で

す。本年２月に発表した来年３月までの６０００億

円の官民支援等を通じ、引き続きマルコス大統領の

「ビルド・ベター・モア」政策を踏まえた経済社会

開発を支援していきます。 
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例えば、日本の支援により、フィリピンで初となる

地下鉄の整備事業が進められています。私もこの後

に工事現場を視察しますが、５０年来の夢とも言わ

れる地下鉄プロジェクトに日本が貢献できることを

誇らしく思います。 

 

民間ベースでも、日本はフィリピンへの最大の投資

国の一つです。官民連携や脱炭素化に貢献する企業

への投資も進んでおり、まさに官民を挙げて、フィ

リピンの経済成長を支えていきます。 

 

さらに、今般の観光に関する協力覚書の署名を歓迎

します。また、本年、日本・フィリピン・インドネ

シアが共催したＦＩＢＡバスケットボール・ワール

ドカップのような取組を通じ、我々の「輝ける友

情」が次世代に繋がることを期待しています。 

 

（４）グローバルな課題への協力 

日本とフィリピンは、グローバルな課題への対応に

おいても連携を深めてきました。 
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特に、被爆地広島出身の私にとって、核軍縮はライ

フワークであり、「核兵器のない世界」に向け、現実

的で実践的な取組を進めていきます。このような考

えの下、９月には、マナロ外相にも共催いただき、

核兵器用核分裂性物質生産禁止条約（ＦＭＣＴ）ハ

イレベル記念行事を実施できたことを嬉しく思いま

す。 

 

また、マルコス政権も重要視する気候変動について

は、「アジア・ゼロエミッション共同体（ＡＺＥ

Ｃ）」構想の実現を通じ、エネルギー移行に係る協力

を深めています。１２月にはＡＺＥＣ首脳会合を開

催し、各国の事情に応じた多様な道筋の下でネッ

ト・ゼロという共通のゴールを追求すべく、協力し

ていきます。 

 

（５）日米比の協力強化 

最後に、日米比の協力についても触れさせていただ

きます。 

 

法の支配に基づく自由で開かれた国際秩序を維持・

強化するためには、同盟国・同志国の重層的な協力

が重要です。９月には、マルコス大統領、ハリス米

副大統領と３人で初めて意見を交わし、連携強化を

確認することができました。 
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南シナ海の現場においても、自由な海を守るため、

３か国の協力が進んでいます。先月行われた米比合

同訓練に我が国の自衛隊が参加したほか、６月に

は、日米比の海上保安機関による合同訓練が初めて

行われました。こうした取組を通じ、力ではなく法

とルールが支配する海洋秩序を守り抜いていきまし

ょう。 

 

５ 結語 

御列席の皆様、 

 

ここまで述べてきたとおり、過去半世紀の間に日本

とフィリピンの関係は飛躍的に進展してきました。

そして、その基礎は、人と人との繋がりだと思いま

す。 

 

私は昨日、ホセ・リサールの記念碑に献花しまし

た。若き日に日本に滞在し、日本人とふれ合う機会

を持ったリサールは、将来、両国が様々な交流や関

係を持つであろうと書き残しています。 
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実際、両国間の交流は、揺るぎないものとなってい

ます。２０１１年の東日本大震災の際には、フィリ

ピンから医療支援チームを派遣いただいたほか、日

本に滞在するフィリピンの介護福祉士候補者たち

は、「お年寄りを見捨てることはできない」と、被災

地に残り、献身的な介護を続けてくれました。 

 

逆に２０１３年に台風ヨランダが襲来した際には、

被災地東北の人々がフィリピンの復旧・復興支援に

向かいました。 

 

このような関係こそ、福田元総理が唱えた「心と心

のふれ合う」関係と言えるのではないでしょうか。

そして、先人が築いてきた「心と心の絆」を新たな

高みに引き上げ、次世代に引き継いでいくことが、

今を生きる我々の責務だと考えます。 

 

日ＡＳＥＡＮ友好協力５０周年のキャッチフレーズ

は、「輝ける友情、輝ける機会」です。１２月の日Ａ

ＳＥＡＮ特別首脳会議では、日本とＡＳＥＡＮの

「輝ける友情」が次世代に繋がる「輝ける機会」と

なるよう、マルコス大統領をはじめ、ＡＳＥＡＮ各

国のリーダーたちと連携していく考えです。 
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フィリピン国民の皆様、御列席の皆様、 

 

最後に、私のフィリピン訪問を温かく迎えてくださ

った全ての皆様に深く感謝申し上げます。日本とフ

ィリピンとの間の強固な友好関係が今後も継続し、

一層発展していくよう、引き続き全力を尽くしま

す。 

 

ありがとうございました。 

 

Salamat po（サラーマ・ポ） 

【※意味：ありがとうございます。】 

   

 


